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【はじめに】作業療法(OT)分 野 において も機能 レベルや能力 レベルの評価 に加 えて,QOLレ ベル
の成果指標 について散見 され るようになって きた.そ のQOLの中で もOTなどの医療行為 によ り変化
が期待で きるものが健康関連QOL(HRQL)と定義 され,OTを 含 めた アウ トカム研究 には欠かす こ
とので きない指標 と考え られている.先 行研究で は在宅脳卒 中患者 のHRQLに影響 を及 ぼすADL因子
として移動能力,更 衣,話 し言葉,行 動範 囲で あ るこ とを示 している.し か し,OTを 実施 す る環境
としては病院 ・施設が多 いため,そ こでのHRQLの調査が必要である と考 え られ る.【 目的】病 院で
OTを受 けている脳疾患患者 において,OT開 始時 と終 了時のHRQLに影響 を及 ぼす因子を明 らかにす
る.【 方法】研究デザイ ンは多施設問の横 断的研究 とした.対 象疾患 は脳疾 患 とし,入 院中にOTを
受 けた患者 を対象 に した.HRQL尺 度 には健 康効用値 尺度 で あ るHealth　Utilities　Index　Mark3
(HUI3)を用い,OT開 始時 と終 了時 に評価 を実施 した.健 康効用値 は1を完全な健康,0を 死 とす
る間隔尺度であ り,HUI3の最低値 は-0.36であ る.HUI3は視覚,聴 覚,会 話,移 動,手 指 の使用,
感情,認 知,疼痛 とい う8つの寄与領域 を4～6段階で評価 を行い,Globalscoreとともに,寄 与領域
ご とのSingle　scoreも同時に求め ることが可能 である.統 計解析 についてはHUI3の健康効用値 を従
属変数 とし,FIM得点(総 得点,運 動得点,認 知得 点,18項目の各得点)お よび年齢,性 別,転 帰,
発症 か らOT開始 までの期間,OTを 受 けた期間,Modified　RankinScale(MRS)を独 立変数 とし
てステ ップワイズ法に よる重回帰分析 を行 い,OT開 始時 と終了時のHRQLに影響す る因子につ いて
検討 した.有 意水準 は5%未満 とし,解 析 にはSPSSStatisticsl9を使用 した.本 研究の実施 に当たっ
て は,評 価の前 に紙面上で本人 また は家族 に説明を行 い,同 意 を得 た.【 結果】対象者 は296名(平
均年齢71.2±12.6歳,女性123名)で あ り,転 帰 は 自宅退院50.3%,転院42.9%,その他6.8%で
あった.発 症か らOT開始 までの期間 は25.1±29.3日,OTを受 けた期間 は58.5±53.3日であった.
OT開始時のHUI3の健康効用値 は0.O1±0.33,FIM得点は63.0±36.3点,MRSは3.9±1.1,終了
時のHUI3の健康効用値 は0.17±0.40,FIM得点 は80.4±38.1点,MRSは3.3±1.4であった.OT
終了時の健康効用値,FIM得点,MRSは 開始時 と比較 し,有 意に向上 した.重 回帰分析では,開 始時
に はFIM項 目 の 更 衣 下 衣(β=0.254),階 段(β=0.106),表 出(β=0.186),記 憶
(β=0.187)およびMRS(β=-0.341)が有 意な独 立変数 としてモ デルに採択 された(調 整済み
R2=0.861,p<0.001).終了時にはFIM項目の階段(β=0.181),表出(β=0.120),問題解
決(β=0.171),記憶(β=0.161)およびMRS(β=-0.413)が有意な独立変数 としてモデルに
採択 された(調 整済みR2=0.873,p〈0.001).【考察】本研究 に より,OT終了時には開始時 と比
較 してHRQL,ADL,MRSが有意に向上 してい ることが分か り,重 回帰分析 の結果,OT開 始時には
更衣下衣,階 段,表 出,記 憶,MRSがHRQL要 因の86%を説 明でき,終 了時には階段,表 出,問 題
解決,記 憶,MRSがHRQL要 因の87%を説明 す るこ とがで きた.し たが って,FIMの認 知項 目が
HRQLの因子 として重要であ り,運 動面 に加 えて認知面への アプローチが多いOTに とって,対 象者
のHRQLを向上 させ るの にOTが有用で あることを示 してい る.【 謝辞】本研究 にご協力 ・ご助言い
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